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マーシャルの産業集積論から考える地域産業の活性化

マーシャルにおける"a鍵 か ら地域 の産 業の組織化 の可能性
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1.問 題 設定

日本は1990年 代 から産業空洞化が本格化 し、今 目まで 目本経済 の衰退 ・停滞が続いてい

る。製造業、とくに化学、一般機械、電気、輸送を中心 として、日本での生産活動の継続は

困難 とな り、海外移転が余儀iなくされている。このような動きは現在好調な ソフ ト関連な ど

の新市場でも、情報、物流、販売のグローバ リゼーシ ョンの今 日においてはいずれ起 こると

され ている。しか しすべてが移転 して しま うのだろ うか。日本、とくに地域で再生産の可能

性 はないのか。どうい うものが移転 し、どうい うものが地域 に残 り、どうい うものが再生産

可能なのかを導き出す ことで、今後の地域経済の在 り方を検討す る。

まず地域か らの産業の移転 を防 ぐためには、地域が産業に とって成長性 のある魅力的な場

で ある必要がある。つま り地域は企業にとってイノベー ション形成 ができ、それによ り競争

優位 になる環境でなければいけない。では産業の競争優位 とは、どのよ うにすれば強化す る

ことが出来 るのか。 この観点 について、マー シャルは、"air"が 産業の競争優位上重要だ と

考えている。企業は生産を行 う上で、様 々な企業 とや り取 りを行 う。その必要な企業数が多

くなるほ ど、最適 な企業を探すために必要なコス トは大きくなる。その際、重要 となる要素

が"air"で ある。職域 と目常生活が重複す るような密接 な空間、つま り"ah"を 共有す ると、

情報交換が意識的、無意識的に育成 され、コス トの解消も しくは低廉化 が可能 となる。この

よ うな"aガ'を 実現す るには、バ ラバ ラに企業が立地す るよ り、地域に集 中 して立地する方

が向いている。またそのよ うな地域には、その地域で しか得ることのできないインフラス ト

ラクチャー、建造環境、天然資源 、特殊な制度的資質等がある。とくにその地域で しか入手

できない知識 と技術が重要 であり、これ らの要素が他の地域 との違いでもあ り、またどの地

域 もイ ノベーシ ョンを起 こす ことが出来ない要因である。この知識は売買 されない、コー ド

化 されない知識であ り、暗黙知 と呼ぶ。マルムベイ らはグローバル化す る世界経済であるか

らこそ、ますます暗黙知が重要になる と考えている。企業は 自己資産 としてこの暗黙知をコ

ー ド化す ることで、成長 していく必要性がある。

では一体その"a廿"と は何なのか。マーシャルの議論 より"ais'"の重要性 を述べ、イ ノベー

シ ョンを起 こす知識創造のために"aが'が 暗黙知の共有 ・伝違 を行 う上での前提条件 と考え

たマスケル とマルムベイの理論 を用 いて、"a遅'が どのよ うに地域 の競争優位へ とっながる

のかを検討 ずる。また実際、この暗黙知 をコー ド化 し、企業そ して地域全体の成長へ とっな

げるメカニズムは どのよ うな地域で、どの ような形で起きているのか、実例を挙げて実証 し

ていきたい。

2.マ ー シ ャル の"a辻',

まず なぜ企業がある地域 に集 中して立地すること、っま り産業集積 を行 うことが競争上有
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利 であるのか。最初は、偶然その地を選び、産業がそ こに形成 され たであろ う。 しか し一度

そ こに産業が形成 され ると、その地か ら移転することが困難 となる。

マーシャル(Marshall,pP271-272)は 産業集積の利益 を3つ 挙 げている。まず一つ 目が、

専門化 した供給業者へのアクセス。分業 と需要の進展 によって、工場同士の外部化による分

業間の取引 コス トが削減 され、それがネ ッ トワーク的に近接 した様々な領域問の相互調整 を

助成す る補助産業を発達 させ る。さらに分業関係 は工程間の分化 よ りもさらに広義 なも う一

つの補助産業 の部類、各段階での運輸条件、情報 ・仲介業務 において調整 メカニズムとして

作用す るようになる。この分業化 による補助産業は、地域内を共通の対処枠 として効率的な

仕組 みを再編成でき るか ら、共同利用によって単位当た りの操業 コス トが固定資本的に低下

し、地域全体 としての規模 の経済が期待できる。それ は最終財 生産者 に とってメ リッ トとな

る。また関連企業が集積することは、企業間取引に対す る情報の不完全性を低 下させること

を通 じて企業の取引費用を節約できるメリットもある。

二つ 目は特化 した技能 を有す る労働力のプール。集積 地には特殊技能 を有す る労働者が多

数存在 し、熟練労働者の入手可能性 が高い。また企業が必要 とす る労働者を 自前で訓練 させ

る必要性がな く、必要に応 じて人材 を雇用できる。労働者 にとって も同種の企業が多数存在

していれ ば、就業機会が得やす く、失業 した場合で も失業が長期化す る可能性が低い。

三っ 目は技術知識のスピルオーバー。 これは生産主体が享受す る純粋 な外部効果である。

企業間の強い地理的な結びつ きは情報やアイデア、知識の相互交換作用を高める。そ して新

たな発明や工夫が生まれ、それによる創業が可能 となる。

マーシャル はこの三つの利益の中で も、一点 目を大前提 とし重視 していた。しか しこの理

論 が述べ られた1870年 代 とグローバル化 した現代社会では、企業 に とっての環境 は全 く異

な る。現在は当時 と比べ物流 コス トが低下 し、輸送費用の低 下によ り海外での生産が可能な

財 が増大 した。また安価な土地 コス トにより初期投資費用が低下 し、特に中国では豊富な労

働 力が存在す ることか ら生産規模拡 大に伴 う賃金上昇が掬制 され、よ りスケールの大きな規

模 の経済 性が実現 されてい る。つま り現代は、マーシャルの一点 目の利益の比重は大き く下

が り、発展途上国のよ うな低 コス ト地域 は、グローバル化の利点 を利用 し大 きく発展す るが、

先進国の ような高コス ト地域は反対に低迷 している状態 となっている。では 日本のような高

コス ト地域は今後 どの ように対応すればいいのだろ うか。価格競争 においでは、低 コス ト地

域 と労働 コス ト面、輸送 コス ト面か らして互角に競争することができないため、高コス ト地

域が グローバル化社会でコス ト削減 によって競争力を保持す ることは難 しい。だか らコス ト

削減以外の方法、っま りマーシャルの二点 目、三点 目の利点が重要 とな 駄 知識創 造に基づ

いた競争力が重要視 され るよ うになった。

では知識創造は一体何なのか。まず知識は利用 して も、ス トックが減少 しない利卓がある。

実際は、利用す ることによ り新 たな知識 を生み出す ことがある。そ して知識の大部分は暗黙
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の形で存在 してい る1。 しか し時代が経つにつれ、徐 々に知識 はコー ド化 され てきた。 コー

ド化 された知識はシンボルや言語で コミュニケーションが可能 であ り、必要な環境が整 えば

取引す ることが可能である。だがすべての知識 をコー ド化す ることは未 だにできない。それ

はコー ド化の費用負担 が大きい事や情報の非対称性 にある。したがって知識創造 を基盤 とし

た競争社会では高コス ト地域に立地す る企業は有用な知識 を防御す ることか、コー ド化可能

な暗黙知 を誰 よりも早 くコー ド化す ることが重要 とな る。

3.暗 黙知か ら考 える地域 の重要性

競争優位 を考える上で、"atピ'に含 まれ る暗黙知が重要 な意味を持つことが分かった。欧

米では、産業集積 を空間的近接性 に置 き換 え、その関係 を論理的に明 らかにする研 究が行 わ

れてきた。中でもス ウヱーデ ンのマルムベイ(ウ プサラ大学地理経済学教授)と デンマー ク

のマスケル(ヲ ペ ンハーゲン ・ビジネ ススクール専任教授)の 考え方 をこの論文では取 り上

げる。彼 らは、イ ノベーシ ョンのためには知識創造が重要 とし、知識創造のためには暗黙知

が重要だ と考えた。そ してその前提 として、空間的近接性が暗黙知の共有 ・伝達を行 う上で

必要 とした。

先述 したとお り、知識は暗黙知 とコー ド化 された知識に二分す ることが出来 る2。コー ド

化 された知識 とは、記号化 された知識 のことを指す。コー ド化 された知識は語 ることができ、

文字で表現す ることもできる。したがって取引つま り売買可能 とい う性質 を持つため、必然

的に遍在化 を辿ることになる。その遍在化 しているものから企業は競争優位 を獲得すること

は困難 なため、企業は自己資産 としての暗黙知 をコー ド化す ることや、その結果 としての偏

在化を どのよ うに して防御す るかに関心 を持つよ うになる。暗黙知はグローバル化時代にお

ける企業の持続的成長 の基盤 になるため今 日重要視 され ている。

企業が持続的成長 を行 うためには、 どのよ うにして暗黙知を獲得すればいいのだろ うか。

マスケル らによると、空間的近接性 と文化的均一性 の二つが条件 となる。(1Vlaskell,1999a,

p.173)

まず空間的に近接で ある と、知識や スキルの信頼性 が高 く、取引費用 も節約で きる。特に

知識は提供者 と受容者 との間の情報の非対称性があ り、市場での売買が難 しい。そのため市

場 とは別の、フォ・一マル もしくはイ ンフォーマルな制度 を基盤 として知識 を獲得することが

重要 となる。だか らお互いが近距離に存在 していることが望 まれ る。また提供者 と受容者 と

が定期的にfacetofaceの 交流 もで きる利点がある。 そのため空間的近接性が必要 となる。

空間的近接の必要性 は、モイスブルガーや野中郁次郎の理論か らも確認す ることが出来 る。

1暗 黙 知 に着 目し始 めたのは、マイケル ・ポランニーで ある。知識の大部分 は、当初は暗黙の形 で存在 し

ている とし、「われ われ は語 るこ とが出来 るより多 くの ことを知 ることカ§出来 る」と述べて いる。(Polanyi,

Michael(1966)TheTacitDzuzenszon.,London:Routledge&]KeganPaul,A.4)
zPenrose

,Edith(2QO9)TieTheoryot'theGrowthoftheh'um,Oxford=BasilBlackwell
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まずモイスブルガー3(Meusburger,2000)に よると知識 は素早 く空間の中を移動 しうる情

報 と異な り、特定の場所 と文脈 で特定の人間によって生み出され るもの とし、知識 を3つ

の類型 に分類 している。 第一の類型 は、最 も素早 く空間の中を伝播する知識 と情報であ り、

公的ニュース類 を指す。理論的には遍在的な知識ではあるが、識字能力の有,,..や情報受信設

備の有無などによって、完全に遍在 してい るとは言 えない。第二の類型 は、受 け手の トレー ・

ニングや経験 、技能、認知能力が送 り手のそれ とほぼ同等の場合にのみ伝達 され うる知識 で

ある。つま り受 け手が情報 の内容を理解 し、評価するのに必要な従前の知識 を持つ場合にの

み伝播 され うる知識である。外国語の訓練や科学的訓練 を受けた者のみが獲得 され うる知識

がそれに当たる。従前の知識 には特殊なコー ド化 された知識、暗黙知や伝達 され えない個人

的経験 ・技能を指す。少数の中心地や地域に高度 に空間的に集中す るとし、都市階層制の上

の レベルでのみ伝わる としている。第三の類型 は、秘密に しておかれ るような知識であ る。

経済的、政治的、科学的、軍事的優位性を獲得す る うえで重要 となる知識 である。 この3

つの類型 の空間的集 中の程度 と伝播 のス ピー ドは異な ると考えている。そのため権力にとっ

てもっとも有用な ものであ り、最高度の空間的集中が必要 となる。この議論か らコー ド化 さ

れた知識 であって も、知識 とい うものは容易に どこにで も伝達 しうる ものではないことがわ

か る。

次に野中郁次郎4は 知識創造を行 う上で、暗黙知 と形式知 をスパイ ラルに変換 させていく

ことが重要(野 中、1996)だ と唱え、その際 「場」にお ける経験が必要不可欠 であるとし

ている。野中は 「コー ド化 された知識」ではな く、形式知 とい う概念 を利用 している。 「言

葉や数字で表す ことができる知識であ り、厳密なデータ、科学方程式、明示化 された手続 き、

普遍的原則 などの形 でたやす く伝達 ・共有す ることができる」(野 中 ・竹内、1996、p.8)

知識であるとし、形式的 ・体系的 な知識であると捉 えている。つま り形式知は、単なるコー

ド化 された知識に限定 され るのではなく、高度 に一般化、普遍化、抽象化 された知識 とい う

性格 を持っ。

知識創造のためには、個人に内在化 され、言葉で表現す ることが困難な暗黙知 を組織に と

って有益な情報 として明示 化 され形式知 に してい く必要性 がある。暗黙知を何 らかの形で言

語 に翻訳 し、組織的に共有できる形式知にす る。そ うすれ ば形式知を通 じて新たな暗黙知の

世界が開かれ る と考え られている。暗黙知 と形式知 はこの よ うな相互循環作用 を通 じて量

的 ・質的 な広 が りを可能 に していくのである。その過程 を野中はSECIモ デル と呼んでいる。

具体的には、第一段階は、暗黙知は暗黙知のまま移転す る。職人が職人芸を教 えるよ うな行

為を さす。師を観察、模倣 、コーチングを直接 して もらうことで長期的 に伝授 され るような

段階である。この段階 は知 を創造す るよりか一方か ら他方へ知を移転す るとい う側面が強い。

この時点で少な くとも同 じ場で同 じ文脈にある複数の個人によって暗黙知は共有 される。こ

3ハ イデルベルク大学地理経済学名誉教授。知識を地理学的側面か ら追求 している。
4経 営学者。一橋大学名誉教授、立命館アジア太平洋大学客員教授、カ リフォルニア大学バークレー校経

営大学院ゼロックス知識学特別名誉教授。知識経営の生みの親 として知られている。
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の第一段階を共同化 と呼ぶ。次に、共有 された暗黙知は、対話によって形式知 として表出化

され る。この時点で同 じ場 、同 じ文脈 にいない人にも理解 されるよ うにな り、集団の知識 と

なる。このような表出化 した知識 は、同 じ場に複数 あるため、連結 させ る。それによ り新 し

い形式知が形成 され る。これは企業 とい う組織全体が共有す る知識 である。この新 しい知識

は実践の裏付 けがないが、形式的であるがゆえに、直接関係の無い人 によっても適用可能 な

ほど普遍化 している。最終的に組織の誰かによって、現実の行動へ と移 され、行動 をす る個

人の内面に体化 される。この ように して当初の暗黙知 とは異なる暗黙知へ と変化 され る過程

すべてを知識創造 としている。

叢購懇 暗黙知

勢
。
携
懸

暗黙知 共 同化

Socialization

暗黙知

表 出化

Externalization

蓼磁、

知

輪
鍛
融

内面化

暗黙知

騒 　
FigurelSECIモ デ ル

連結 化

Combination

形式知

形式知

(出典)野 中郁次郎、竹内弘高(1996)『 知識創造企業』東洋経済新報社

また暗黙知の共有を促進す るためには、個人 間の相互作用の場 を設定す ることが基本 であ

る。 「『場』 とは、物理的空間(オ フィス、分散 した業h:空 間)、 仮想空間、特定の 目的を共

有する人間関係 、あ るいはこのよ うな人間同士の共有 しているメンタルスペース(共 通経験、

思い、理想)の いずれで もあ りうる、場所的プ ラッ トフォームである」(伊丹 ・野 中 ・西 口、

2000、g.5)と 述べている。知識 創造において物理的な場の重要性を示 しているわけでなな

いが、共有 された場が重要であることがわかる。 したがって、空間的近接性はモイスブルガ

ーや野 中の二つの理論か らも
、知識を獲得す る うえで有利 であることがわか る。

二つ 目の条件である文化的均一性 とは知識の提供者 と受容者が同 じ価値、歴史、技術、商

業問題を共有 してい ることを指す。・同 じ価値 を共有 している者同士は、同 じ目標、信念 を共

有 しやす く、知識交換な どを容易に し、協力を促進 させ る働 きがある。

この章では、知識創 造 を持続的に企業カミ行 ってい くうえでの暗黙知のあ り方 について され

ている様 々な研究について述べてきた。この企業 に対す る論理は地域 を組織化す ることに応

」
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用す ることはできないだろ うか。地域 も持続的な成長 を行 う上で、企業 のよ うに知識創造 を

す る必要がある。既 に、地域が暗黙知形成 において適 していている点は述べ られている。例

えば、信頼性 において、地域には 日和見主義が存在す るため高い と述べ られ てい る。また流

動性 が低い地域であれば、お互いを直接的も しくは間接的には知 ってい る。またその地域で

今 日まで企業が時間をかけて築 き上げてきた信頼に基づ くビジネス も、その地域であれ ば相

続 できる。ほかにも、地域の経営者の多くは、同 じ教育、訓練を受け、地域 単位の何か しら

の活動にも参加 している経験があるため、文化的に均一であ り、知識交換、協力が容易であ

る とされている。この ように地域を組織化 してい くことに多 くの研究者が興味を示 してお り、

可能性 を感 じている。地域内でSECIモ デルのよ うに暗黙知を形式知へ と変換す るはで きな

いだろ うか。地域内で文化的均一性 を図ることはできないだろ うか。次章では、持続的成長

を している地域 を参考に、 どのよ うに知識創造が地域で行われているのかを述べる。

4.実 例(徳 島県名西郡神 山町)一 応用化の可能性

神 山町は、人 口5,996人(平 成26年12月1目 時点)で 老年人 口割合482%(平 成26

年1月1目 時点)に 達す る山間部の過疎の町であるのに関わ らず、2010年10月 に東京 に

本社 を置 く 珊 企業Sansanが 進 出 して以来、ITや 映像関係の企業がサテ ライ トオフィスを

相 次いで進出 させ 、現在9社 存在 している。一人当た り市町村所得は1,614千 円(平 成22

年度)と なっている。 た しかに神 山町は徳島市か ら車で40～50分 と程近 く、 田舎暮 らしを

始 めたい者 に とっては、立地的 に始めやす い。しか し神山町は金銭的な援助 で企業 を特別に

誘致 しているわけではない。ではなぜ このよ うな現象が起 きてい るのだろ うか。それはこの

町で知識創造ができているため、神 山町に しか存在 しない"ahl"が あ り、その"air"を 求めて、

企業が進出 しているか らである。先述 した知識創造の条件、 「暗黙知か ら形式知への変換」

「文化的均一性」の二点か ら神山町を分析す る。

「暗黙知か ら形式知への変換」とは、他か ら学んだ知識や技能 を内部化、つま り地域の力

となるよう地域のイメージやアイデンティティに合 うよ うに変換 させ ることを指す。神 山町

は積極的に移住者 を受 け入れ るこ とで他か ら学び、住民 と移住者 の交流を促進 させることで

知識や技能 を地域全体の知識 としている。

移住者の受け入れ は基本的にNPO法 人 グ リーンバ レーが窓 口とな り、移住者の選定を行

っている。通常移住者 の受け入れ は自治体が担 当し、先着順や抽選 とい う手法 を用いて公平

性 を保 っ必要があ る。しか し神山町はNPO法 人が担 当す るため、地元住 民 と溶け込めるよ

う、地域の現状 を伝 えお互いの理解を深め、地域 に必要な人材 を選ぶ ことが可能である。ま

た企業誘致に関 してはNPO法 人グ リーンバ レーの理事長である大南信也氏が中心 とな り

行 っている。実績 のあるクリエイターを神 山町に集めることで、そのク リエイ ター と交流を

図 りたい同業者 が神 山町に集まる好循環が生まれている。IT企 業であれ ば、プ ログラミン

グな どの開発業務 の場合、場所 を選ぶ必要性がないため、通勤時間が短 く、広 く快適な作業

一22一
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環境が得 られ る地方の方が従業員 もス トvス から解放 され、快適な生活 を送 ることができる。

特にクリエイテ ィブな業務の場合 、創造 性を高めるために豊かな 自然に囲まれた環境で仕事

をす る方が、生産性が高まると考 えられている。仕事の打 ち合わせ はインターネ ッ トを活用

したテ レビ会議で、東京な どの都心にある本社 と連絡や進捗報告 を行っている。直接会わな

くても打ち合わせ は可能であ り、業務に支障を感 じることもない。ただ し移住者の受 け入れ

は地域に とって大きな負担で もある。そのため移住者の選定の際、地域 との相性を重要視 し

ている。移住者希望者 は①夢、志、能力、②仕事、③十年後の生活 ビジョンを提出す る必要

性があり、それ らをもとに選定 を行 っている。地域の持続的成長 を考え、子育て世帯や手に

職のある人(起 業家、ク リエイター)を 優先的に受 け入れてい る。

このよ うな移住者受け入れ活動によ り、神 山町にはアーテ ィス ト、経営者 、ボランティア、

学生な どといった多様 な人材が集 まっている。そのため、住民 と移住者 の交流 に尽力 してい

る。例えば、「神 山アーテ ィス ト・イン ・レジデンス」では通常のアーティス ト・イ ン ・レ

ジデ ンス活動 とは異なる。アーテ ィス ト・イン ・レジデ ンスは、芸術制作 を行 う人物 を一定

期間ある土地 に招聰 し、その土地に滞在 しなが らの作品制作 を行わせ る事業の ことである。

このような活動は 日本 国内で数多 くの 自治体が実施 してい るが、神 山町では地元住民が招聰

されたアーテ ィス トのお世話をす る。具体的にはアーティス トー人に?き 、お父 さん役 とお

母 さん役 としての住民が一人ずつ付 く。神山町のNPO法 人 グリー ンバ レーはイベ ン トやモ

ノで誘致するのではな く、良質な場を提供することがアイデアを生み出す ことに繋が り誘致

が成功す ると考えている。そのため地元住民 と移住者 との交流 を積極的 に行 っている。

知識創造を行 う上で、知識の提供者 と受容者が同 じ価値 、歴史、技術、商業問題 を共有 し

ている状態、つま り 「文化的均一性」は重要 とされ、この状態は両者 の間で同 じ目標 、信念

を共有 しやす く、知識交換 な どを容易に し、協力を促進 させ る働 きがある。神山町では価値、

歴史、技術を共有 している と言 えるだろう。

価値 とい う点においては、接待 の文化が挙げられ る。神山町には四国八十八カ所霊場の第

12番 札所 である焼山寺があ り、古 くか らお遍路文化 の影響で、多 くの人々を受 け入れてき

た。そのため、伝統的に移住者 を受け入れやすい気質があると言える。

歴史的に、住民が地域活性化に力を入れている町で あることが言 える。その転機 は1997

年の徳島県による神 山町の国際文化村構想である。行政が推進するプ ロジェク トであるため、

内容が他 の自治体 と似ていて、住民の意思や思いが反映 され にくいことに不満 を感 じた神 山

町の有志が国際文化村委員会 を組織 し、住民側か ら提案 し、プ ロジェク トを進めてい くよ う

に した。徳島県による国際文化村構想は最終的に実行 され なかったが、住民による国際文化

村委員会 は継続 し、2004年 にはNPO法 人グリーンバ レー に改名。 国内外か らアーテ ィス

トを神山町へ招聰 し滞在 して もらい、作品を制作 して もらう 「神 山アーティス ト・イ ン ・レ

ジデ ンス」事業や求職者 を支援す る制度 「神山塾」など、現在に至るまで様々な事業を行っ

てきている。歴史的に住民側 が積極的に地域活性化 に取 り組んでいる特異な町だ と言える。

技術面では、IT環 境 が整 ってい る町である。神 山町は山間部集落のため、地デジ化に伴

一23一
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いテ レビ電波が届かない ことが判明 した。それを契機 に、光 ファイバーを平成16年 度に町

中に張 り巡 らし、その回線 でテ レビが見 られ るよ うな政策 を取った。この政策によ り、最 大

100Mbpsの 超高速イ ンターネ ッ トが理論値 で利用可能 とい うイ ンターネ ッ ト環境 の優れ た

地域 とな り、東京 と差異の無い仕事環境を整えることができた。

神 山町では、知識創造の二つの条件 が揃っている。住民 と移住者 の積極的な交流によ り暗

黙知の内面化 ・共同化を図 り、価値、歴史、技術の三点 を共有す ることで文化的に均一であ

る。したがって企業のよ うな知識創造が地域的に出来ていると言えるだろ う。また神 山町独

自の"air"も存在 してい る。神 山町の多様 な移住者 の受け入れ により、地域住民には外国人、

アーテ ィス ト、ク リエイターな どが多い。地域 の雰囲気が先進的で、都会にいるより世界 に

触れ る機会が多い。 また総務省 によるヒア リング調査5に よる と、神山町の人の魅力に惹 か

れ、移住 を決定 した移住者が多い。先行 して移住 した人や移住者 を温か く迎えてくれ る地域

住民などの人の魅力に惹 かれている。神 山町の人が独 自の"aだ'を 生み出 し、移住者 を惹 き

っ けている。知識創 造が成功 し、独 自の"air"が 存在 しているがゆえに、神 山町は過疎 の地

域であるにもかかわ らず2011年 には、1955年 に神 山町が誕生 して以来、初 めて社会動態

人 口が増加に転 じている。
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Figure2神 山町におけるSECIモ デル

(出所)Figurelを 参照 して筆者が独 自に作成

5総 務 省に よる移住者9名(6名 が1タ ーン者 、3名 がJタ ー ン者)に 対す るヒア リング調査。
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SECIモ デ ル 神山町におけるSECIモ デル 具体例

共同化 経験を共有する 多様な人材との交流 ● 神 山 ア ー テ ィ ス ト ・イ

ン ・レジデ ンス(1999年

に開始 し、計54名 を受け

入れ)

● ワー ク ・イ ン ・レジデ ン

ス(神山町での物件紹介)

表出化 暗黙知を明確なコン 移住者と地元住民との対話 ● イベ ン ト情報 を掲載 して

セプ トに表わす い るホ ームペ ー ジ 「イ ン

神 山」 のア クセ ス数:

10,840件(H21)

連結化 コンセプ トを組み合 アイデアの創出 ● 株式会社プラッ トイーズ

わせて一つの知識体 による 「全国4K祭 」の

系を作り出す 実施

● 株式会社Sansanに お い

てオンライシ営業の導入

内面化 形式知を暗黙知へ体 実践 ● サテ ライ トオフィス9社:

化する

11
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神山町の総人 口と社会動態の推移

19801985 199019952000200520102011

rig
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-100

隔150
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(出所)各 年 の国勢調 査 、神山町の統計を参考に、筆者が独 自に作成

5.結 論

19世 紀後 半か ら産業集積 に関 して数多くの研究がされてきた。 とくに有名 な理論がマー
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シャルによるもので、産業集積の利 点は3つ 挙げ られている。当時は一点 目が一番重要視 さ

れていたが、現在はグローバル化の影響によ り、二点 目三点 目が より注 目され るようになっ

た。その鍵 が暗黙知である。いかに して暗黙知を知識創造につなげるか、企業を組織化 して

い くうえでこの研:究も数多 く行われていた。グローバル化、少子高齢化、東京 一極集 中でま

す ます疲弊 してい る地方都 市が今後 も持続的な発展を行 ってい く うえで この企業の組織化

のモデルは応用できるのではないだろ うか。知識創造の条件である暗黙知の内面化 ・共同化

と文化的均一性が地域で実現できていれば、地域 も企業の ように組織化が可能 ではないだろ

うか。神 山町 を実例に とり、企業モデルの応用 那可能であるかを確認 した。

神 山町では、多様な人材の受け入れ を促進 させ ることで暗黙知の共同化 を図 り、移住者 と

地元住民の交流 に注力す ることで暗黙知を表出化 し、それがアイデアの創 出 とつなが り、連

結化ができていた。最終的にそのアイデアを実践す ることで内面化が行 われていた。このよ

うな循環が神 山町独 自の"aガ'を 作 り出 し、地域の組織化ができている といえるだろ う。2011

年 に社会動態人 口が増加 したことやサテライ トオフィスの進出が増加 していることか ら、神

山町の独 自のacAiTuは人や企業 にとって魅力的な もの となっていると言 える。

地域で知識創造 の好循環 を生み出す こ とは可能であることをこの論文で実証す ることが

できた。しか しこのよ うな好循環 はすべての地域で生まれ るわけではない。好循環が生まれ

る地域 とそ うでない地域は何が異なるのか。その違いを知 るためにも神 山町 でのインタ ビュ

ー調査や他地域 との比較を行い
、地域産業 を活性化 させてい くために具体的 な条件 を見つけ

ることが今後の課題 である。

最後に、本論文を作成す るにあた り、お忙 しい中、親身 にご指導 して くだ さった西岡幹雄

教 授に心 よ り感謝 申 し上げる。
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